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１ 調査の目的 

県民の生活についての意識、県政の主要課題についての意識などを把握し、県政推進のための 

基礎的な資料とする。 

２ 調査の内容 

３ 調査の設計 

○調査地域 静岡県全域 

○調査対象 県内在住の満20歳以上の男女個人 

○標 本 数 2,000 

○抽出方法 層化二段無作為抽出法 

○調査方法 調査員による面接調査 

○調査時期 平成 17年７月 25日～８月17日 

○調査機関 株式会社サーベイリサーチセンター静岡事務所 

４ 回収結果 

20 歳以上の推定人口 標本数 回収率（％） 

東 部 

中 部 

西 部 

1,010,548 

992,588 

1,047,080 

663 

651 

686 

495（74.7） 

490（75.3） 

522（76.1） 

全 県 3,050,216 2,000 1,507（75.4） 

１ 結果は百分率で表示した。数表・グラフの百分率は小数第２位を、結果の概要説明文では小数第 

１位を四捨五入した。四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体を示す数値とが一致しないこと 

がある。 

２ 回答結果は 1,507 を 100％として示した。なお一部の方に対する質問では、質問該当者を 100％ 

とするのを原則とした。 

３ 質問の末尾に（Ｍ.Ａ.）とあるのは、１人の対象者に２つ以上の回答を認めたもので、その百分 

率の合計は 100％を超える場合がある。 

（１）生活についての意識 （５）交流人口の増大に関する意識 

（２）県の仕事に対する関心 （６）県民の環境保全意識 

（３）市町村合併後の県の役割 （７）農林水産業・農山漁村についての意識 

（４）多文化共生に関する意識 

調査の概要 

この冊子のよみかた
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66.0 29.4 1.8 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

楽になっている 
同じようなもの 苦しくなっている 

わからない

　（Ｎ） 

全県（1,507） 

〔年代〕

　20代（153）

　30代（258）

　40代（290）

　50代（340）

　60代（331）

　70歳以上（135） 

わからない 

1.8

4.6 

3.9 

0.3 

0.9 

1.2 

1.5 

0 20 40 60 80 

（％） 
苦しくなっている 

29.4 

17.0 

17.8 

39.7 

33.5 

32.9 

24.4 

0 20 40 60 80 

同じようなもの 

66.0 

73.2 

75.2 

57.2 

62.9 

64.0 

71.9 

0 20 40 60 80 

楽になっている 

2.8 

5.2 

3.1 

2.8 

2.6 

1.8 

2.2 

0 20 40 60 80

　（Ｎ） 
全県（1,507） 

〔子どもの年代〕 

子どもはいない（79） 

未就学児（84） 

小学生（108） 

中学生（58） 

高校生・予備校生・大学受験生（54） 

短大・高専・大学・大学院・専門学校生（69） 

社会人（803） 

わからない 

1.8 

0.0 

0.0 

1.9 

3.4 

0.0 

0.0 

1.2 

0 20 40 60 80 
（％） 

同じようなもの 

66.0 

73.4 

73.8 

69.4 

60.3 

51.9 

56.5 

64.1 

0 20 40 60 80 

楽になっている 

2.8 

3.8 

8.3 

2.8 

0.0 

1.9 

2.9 

2.5 

0 20 40 60 80 

苦しくなっている 

29.4 

22.8 

17.9

25.9 

36.2 

46.3 

40.6 

32.1 

0 20 40 60 80 

Ｑ１ お宅の暮らし向きは、去年の今頃と 

くらべてどうでしょうか。楽になって 

いますか、苦しくなっていますか、同 

じようなものですか。 

l66％が「同じようなもの」と回答し 

ている。「苦しくなっている」は29％ 

と、 ３人に１人の割合となっている。 

l平成12年度から15年までは、 「苦しく 

なっている」 は増加傾向であったが、 

前年度から減少傾向に転じ、本年度 

は1.0ポイント減少し、３割以下と 

なっている。 

l「同じようなもの」は、40～60代で 

低く、「苦しくなっている」 では高い。 

特に40代が40％で高くなっている。 

l「苦しくなっている」は、子ども（第 

１子）の年代が「高校生・予備校生・ 

大学受験生」 の場合で最も多く、 46％ 

となっている。 

全 体 

経 年 比 較 

年 代 別 

子どもの年代別 

暮らし向き 「苦しくなっている」という人は 29％で減少 

3.6 2.4 1.9 3.0 2.7 2.8 2.5 2.4 3.4 2.8 

69.1 
66.2 

56.6 

65.4 65.6 64.3 
62.3 59.9 

64.7 66.0 

25.2 
28.7 

39.3 
30.9 30.2 31.4 34.2 36.0 

30.4 29.4 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

平成8年 
Ｎ=1,733 

平成9年 
Ｎ=1,757 

平成10年 
Ｎ=1,757 

平成11年 
Ｎ=1,669 

平成12年 
Ｎ=1,647 

平成13年 
N=1,671 

平成14年 
N=1,664 

平成15年 
N=1,673 

平成16年 
N=1,551 

平成17年 
N=1,507 

（％） 楽になっている 

同じようなもの 

苦しくなっている
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62.6 34.9 2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

悩みや不安を感じている 悩みや不安を 
感じていない わからない 

老後の生活設計について 

自分や家族の健康について 

東海地震などの災害について 

今後の生活費の見通しについて 

自分や家族の生活（進学、就職、結婚、 
子育てなど）上の問題について 

犯罪の凶悪化や低年齢化について 

自分の仕事上の問題について 

環境変化について 

その他 

51.3 

49.0 

48.9 

40.4 

38.7 

32.4 

27.0 

16.0 

2.5 

0 20 40 60 

（％） 

Ｎ＝943 

20 30 40 50 60 70 
代 代 代 代 代 歳

以
上 

(Ｎ＝1,507) (153) (258) (290) (340) (331) (135) 

〔
 

年
代 〕

 

悩みや不安を感じている 

56.9 56.6 

68.3 68.2 

58.3 
64.4 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

（％） 

全県 
(62.6) 

Ｑ２ あなたは日常生活の中で、悩みや不 

安を感じていますか。それとも別に不安 

は感じていませんか。 

ＳＱ〔回答票１〕悩みや不安に思っている 

ことは、どのようなことですか。この 

中からいくつでもあげてください。 

（Ｍ.Ａ.） 

l日常生活の中で「悩みや不安を感じ 

ている」人は、６割以上を占めてい 

る。 

l「悩みや不安を感じている」人の割 

合は、 平成13年度から減少傾向であっ 

たが、前年度より増加傾向に転じ、 

本年度は0.1ポイント増加となってい 

る。 

l「悩みや不安を感じている」人の割 

合は、40代、50代がともに68％と多 

くなっている。 

l「老後の生活設計について」は51％ 

で、半数以上となっている。以下、 

「自分や家族の健康について」、 「東 

海地震などの災害について」、 「今後 

の生活費の見通しについて」、「自分 

や家族の生活上の問題について」の 

順となっている。 

全 体 

経 年 比 較 

年 代 別 

悩みや不安の内容 

日常生活の悩みや不安 「悩みや不安を感じている」人が 63％ 

60.9 63.0 
68.6 

56.4 57.4 
63.2 61.4 60.1 62.5 62.6 

34.7 
31.5 

27.0 

42.0 40.2 
34.8 36.5 38.0 35.7 34.9 

4.4 5.5 
4.4 1.6 2.4 2.0 2.0 1.9 1.7 2.5 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

平成8年 
Ｎ=1,733 

平成9年 
Ｎ=1,757 

平成10年 
Ｎ=1,757 

平成11年 
Ｎ=1,669 

平成12年 
Ｎ=1,647 

平成13年 
N=1,671 

平成14年 
N=1,664 

平成15年 
N=1,673 

平成16年 
N=1,551 

平成17年 
N=1,507 

（％） 悩みや不安を感じている 

悩みや不安を感じていない 

わからない
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7.7 50.3 34.6 5.8 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

非常に 
関心がある 

まあまあ関心がある あまり関心がない 

まったく 
関心がない 

わからない 

自分の生活に関係があるから 

国や市町村行政も含め政治や行政に関心があるから 

静岡県に愛着があるから 

新聞やテレビなどで県政についてよく見聞きするから 

県が現在行っていることに不満があるから 

県に行って欲しいことがあるから 

その他 

41.6 

20.3 

14.8 

10.0 

9.2 

2.4 

1.8 

0 20 40 60 
（％） 

Ｎ＝874 

県政はわかりにくいから 

自分の生活にあまり関係がないから 

国や市町村行政も含め政治や行政には関心がないから 

自分の意見を出しても反映されないから 

忙しいから 

県の仕事を信頼しているから 

静岡県に愛着がないから 

その他 

38.5 

16.6 

15.3 

11.3 

8.4 

4.8 

1.3

3.8 

0 20 40 60 
（％） 

Ｎ＝608 

関心層 

52.5 50.2 
57.3 54.9 52.7 

61.0 58.2 58.2 57.4 58.0 

0 

20 

40 

60 

80 

平成8年 
Ｎ=1,733 

平成9年 
Ｎ=1,757 

平成10年 
Ｎ=1,757 

平成11年 
Ｎ=1,669 

平成12年 
Ｎ=1,647 

平成13年 
N=1,671 

平成14年 
N=1,664 

平成15年 
N=1,673 

平成16年 
N=1,551 

平成17年 
N=1,507 

(％) 

Ｑ３〔回答票２〕あなたは県の政治や行政 

にどの程度関心がありますか。この中で 

はどうでしょうか。 

ＳＱ１〔回答票３〕県政に関心がある理由 

を１つだけあげるとすれば、この中で 

はどうでしょうか。 

ＳＱ２〔回答票４〕県政に関心がない理由 

を１つだけあげるとすれば、この中で 

はどうでしょうか。 

l「非常に関心がある」と「まあまあ 

関心がある」を合わせた、58％の人 

が県政に関心を持っている。 

l県政に関心を持っている人の合計は、 

平成13年度は、過去10年間の調査の 

中で最高となり、以降は減少に転じ 

たが、本年度は前年度よりも0.6ポイ 

ント増加となっている。 

l「自分の生活に関係があるから」が 

42％で最も多くなっている。 以下 「国 

や市町村行政も含め政治や行政に関 

心があるから」、「静岡県に愛着があ 

るから」の順となっている。 

l「県政はわかりにくいから」が39％ 

で最も多くなっている。以下、「自分 

の生活にあまり関係がないから」、「国 

や市町村行政も含め政治や行政に関 

心がないから」の順となっている。 

全 体 

経 年 比 較 

関心がある理由 

関心がない理由 

県政への関心度 58％の人が県政に関心を持っている
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42.1 57.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

ある ない 

9.1 90.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

伝えた 伝えなかった 

Ｎ＝635 

28.6 6.9 40.6 3.3 18.5 2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝577 

伝える方法を 
知らなかったから 

忙しかったから 

伝えても 
無駄だと思ったから 

めんどうだったから 

なんとなく、 
特に理由はない

その他 

Ｑ４ あなたはこの1年間に県の仕事につい 

て、意見や要望を持ったり、不満を感 

じたことがありますか。 

ＳＱ１ それでは、そのことを県に伝えま 

したか。 

ＳＱ２〔回答票５〕意見や要望及び不満が 

あっても、県に伝えなかったのは、ど 

うしてでしょうか。この中から主な理 

由を１つだけあげてください。 

l県の仕事について、意見や要望及び 

不満が 「ある」 と回答した人は、 42％ 

となっている。 

l意見や要望、不満が「ある」人の割 

合は、40代から60代の中高年代で多 

く、特に50代では約半数となってい 

る。 

l意見や要望、不満が「ある」人のう 

ち、県に伝えた人は９％にとどまっ 

ている。 

l 「伝えても無駄だと思ったから」 が、 

41％で最も多くなっている。ついで 

「伝える方法を知らなかったから」 

が29％となっている。 

全 体 

年 代 別 

伝 達 の 有 無 

伝達しなかった理由 

県への意見や要望、不満 
意見や要望、不満が「ある」人は 42％ 

そのうち県に伝えた人は９％ 

20 30 40 50 60 70 
代 代 代 代 代 歳

以
上 

（N=1,507） (153) (258) (290) (340) (331) (135) 

〔
 

年
代 〕

 

全
県 

意見がある 

42.1 

30.1 
36.0 

46.6 49.7 
43.5 

35.6 

0 

20 

40 

60 

（％）
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県民の意見や要望を直接県の各機関の職員が聴く制度の充実 

自由に意見が書き込めるインターネット上の電子会議室の設置 

県民の意見や要望を葉書や手紙、ファクシミリ、電子メール 
などで聴く制度の充実 

県政に関するアンケート調査などを行うモニター制度の充実 

県の機関への意見箱の設置 

世論調査などの調査活動の充実 

知事と県民とが直接対話する場の充実 

その他 

特にない、わからない 

30.1 

25.0 

23.0 

21.8 

20.5 

20.2 

16.6 

1.9 

11.1 

0 10 20 30 40 

（％） 

Ｎ＝1,507

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔年代〕

　20代　(153)

　30代　(258)

　40代　(290)

　50代　(340)

　60代　(331)

　70歳以上　(135)

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔年代〕

　20代　(153)

　30代　(258)

　40代　(290)

　50代　(340)

　60代　(331)

　70歳以上　(135) 

県民の意見や要望を葉書 
や手紙、ファクシミリ、 
電子メールなどで聴く制度 
の充実 

23.0 

24.8 

28.3 

30.7 

24.1 

16.3 

8.1 

0 20 40 60 

世論調査などの 
調査活動の充実 

20.2 

18.3 

16.3 

16.6 

20.6 

26.9 

20.7 

0 20 40 60 

県民の意見や要望を直接 
県の各機関の職員が聴く 
制度の充実 

30.1 

22.2

27.5

33.1 

33.5 

30.2 

28.1 

0 20 40 60 

自由に意見が書き込める 
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上の電子会議室 
の設置 

25.0 

47.1 

36.0 

33.8 

20.9 

11.8 

3.0 

0 20 40 60 

知事と県民とが直接 
対話をする場の充実 

16.6 

18.3 

15.1 

15.9 

14.1 

18.4 

20.7 

0 20 40 60 

（％） 

県の機関への 
意見箱の設置 

20.5 

23.5 

17.1 

14.1 

23.5 

23.9 

21.5 

0 20 40 60 

県政に関するアンケート 
調査などを行うモニター 
制度の充実 

21.8 

15.0 

21.7 

26.2 

26.5 

19.3 

14.8 

0 20 40 60 

（％） 

Ｑ５〔回答票６〕あなたの意見や要望を県 

政に反映させるために、どのようなこと 

を充実させてほしいですか。この中から 

２つまであげてください。 （Ｍ.Ａ.） 

l「県民の意見や要望を直接県の各機 

関の職員が聴く制度の充実」が30％ 

で最も多く、以下、 「自由に意見が書 

き込めるインターネット上の電子会 

議室の設置」、 「県民の意見や要望を 

葉書や手紙、 ファクシミリ、 電子メー 

ルなどで聴く制度の充実」、 「県政に 

関するアンケート調査などを行うモ 

ニター制度の充実」の順となってい 

る。 

l「自由に意見が書き込めるインター 

ネット上の電子会議室の設置」は、 

20代で47％と、特に多くなっている 

が、年代が上がるにつれて減少して 

いる。 

全 体 

年 代 別 

県への意見や要望を 
反映させる手段 

「県民の意見や要望を直接県の各機関の職員が 
聴く制度の充実」が 30％で最も多い
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42.2 21.5 6.4 29.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

よく読んでいる 時々読んでいる 

知っているが、 
ほとんど読んでいない 

知らない 

9.9 9.5 80.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

見たことがある 

知っているが、 
見たことはない 

知らない 

32.4 

35.2 

29.8 

29.9 

46.2 

47.4 

42.4 

43.0 

42.2 

16.8 

15.6 

16.3 

21.4 

21.5 

6.2 

5.9 

6.4 

33.2 

4.6 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

平成6年度 
Ｎ=1,690 

平成9年度 
N=1,757 

平成12年度 
N=1,647 

平成15年度 
N=1,673 

平成17年度 
N=1,507 

よく読んでいる 時々読んでいる 

知っているがほとんど 
読んでいない 

知らない 

39.7 

48.3 

55.8 

80.6 

19.0 

22.0 

18.8 

10.9 

9.9 

41.1 

38.2 

32.9 

33.4 

9.5 

39.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

平成6年度 
Ｎ=1,690 

平成9年度 
N=1,757 

平成12年度 
N=1,647 

平成15年度 
N=1,673 

平成17年度 
N=1,507 

見たことがある 

知っているが見たことはない 

知らない 

Ｑ６［回答票７］あなたは、次にあげる県 

の広報を読んだり、見たり聞いたりし 

たことがありますか。それぞれについ 

てお答えください。 

l「よく読んでいる」の30％、 「時々読 

んでいる」の42％を合わせた72％の 

人が、読んでいると回答している。 

l読んでいる割合は年々減少している。 

本年度は、「よく読んでいる」 は３割、 

「知っているがほとんど読んでいな 

い」が２割以上と、前回の平成15年 

度と同様の傾向となっている。 

l「見たことがある」は81％で、 「知ら 

ない」は１割以下となっており、目 

にした割合は多く、 「見たことがある」 

人が大半を占めている。 

l「見たことがある」は平成12年度よ 

り年々増加し、本年度は、前年度を 

24.8ポイントと大きく上回っている。 

県 民 だ よ り 

経 年 比 較 

テレビコマーシャル 

広報媒体の浸透度 
「県民だより」を読んでいる人は 72％、 
「テレビコマーシャル」 を見たことがある人は 81％ 

経 年 比 較
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15.5 58.9 25.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

聴いたことがある 

知っているが、聴いたことはない 

知らない 

29.6 57.2 13.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

見たことがある 知らない 

知っているが、見たことはない 

22.8 

18.7 

21.0 

25.7 

14.5 

15.2 

14.0 

14.2 

15.5 

67.4 

62.0 

67.3 

64.8 

58.9 

18.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

平成6年度 
Ｎ=1,690 

平成9年度 
N=1,757 

平成12年度 
N=1,647 

平成15年度 
N=1,673 

平成17年度 
N=1,507 

聴いたこと 
がある 

知っているが 
聴いたことはない 知らない 

11.4 

13.2 

18.5 

22.0 

29.6 

72.6 

66.6 

57.2 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

平成12年度 
N=1,647 

平成15年度 
N=1,673 

平成17年度 
N=1,507 

見たことがある 知っているが 
見たことはない 知らない 

l 「聴いたことがある」 は 26％、 一方、 

「知らない」は 59％と約６割を占め 

ている。 

l「聴いたことがある」割合は、増減 

が繰り返されている。今回は、過去 

の調査の中で最も高くなっている。 

l「見たことがある」は 13％で低く、 

「知らない」が 57％と６割弱を占め 

ている。 

l 「見たことがある」、「知っているが、 

見たことはない」は、ともに年々増 

加しており、前回から「見たことが 

ある」は 1.8 ポイント、「知っている 

が、見たことはない」は 7.6 ポイン 

ト増加している。 

ラジオ広報番組 

経 年 比 較 

県のホームページ 

経 年 比 較
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26.3 28.5 45.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

知っている 
聞いたことはあるが、 
詳しいことは知らない 知らない 

平成17年度 
Ｎ＝1,507 

平成16年度 
Ｎ＝1,551 

25.0 

26.3 

23.0 

28.5 

52.0 

45.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

知っている 

聞いたことはあるが、 
詳しいことは知らない 知らない

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔年代〕

　20代　(153)

　30代　(258)

　40代　(290)

　50代　(340)

　60代　(331)

　70歳以上　(135) 

26.3 

12.4 

19.0 

21.4 

28.2 

39.0 

31.1 

28.5 

21.6 

24.8 

31.0 

32.4 

28.4 

28.9 

45.1 

66.0 

56.2

47.6

39.4 

32.6 

40.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

知っている 

聞いたことはあるが、 
詳しいことは知らない 

知らない 

Ｑ７［回答票８］今後、県内で開催が予定 

されている大会や行事についてお聞き 

します。あなたは、これらの大会をご 

存知ですか。 

l「知っている」は26％で、４つのイ 

ベントの中では認知度は最も高く 

なっている。 

l前回と比較してみると、「知っている」 

は1.3ポイント増加している。一方、 

「知らない」は6.9ポイント減少し、 

「知らない」人は半数以下となって 

いる。 

l「知っている」割合は、年代が上が 

るにつれて高くなり、60代では39％ 

と、最も高くなっている。 

技能五輪国際大会 

経 年 比 較 

県の主要イベント認知状況 
認知度が最も高いのは「技能五輪国際大会」で 55％ 

低いのは「第 24 回国民文化祭」で 23％ 

年 代 別
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16.3 22.8 61.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

知っている 
知らない 

聞いたことはあるが、 
詳しいことは知らない 

平成17年度 
Ｎ＝1,507 

平成16年度 
Ｎ＝1,551 

13.9 

16.3 

18.4 

22.8 

67.8 

61.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

知っている 
聞いたことはあるが、 
詳しいことは知らない 知らない

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔年代〕

　20代　(153)

　30代　(258)

　40代　(290)

　50代　(340)

　60代　(331)

　70歳以上　(135) 

16.3 

7.2 

9.3

14.1 

16.5 

27.5 

16.3 

22.8 

15.0 

15.1 

19.3 

26.5 

28.4 

30.4 

61.0 

77.8 

75.6

66.6 

57.1 

44.1 

53.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

知っている 

聞いたことはあるが、 
詳しいことは知らない 

知らない 

l 「知っている」 割合は16％で低く、「知 

らない」が61％と６割以上を占めて 

いる。 

l前回と比較してみると、「知っている」 

は2.4ポイント増加している。一方、 

「知らない」は6.8ポイント減少して 

いる。 

l「知っている」割合は、60代で高く 

なっており28％となっている。 

国際アビリンピック 

経 年 比 較 

年 代 別
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17.5 26.5 56.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

知っている 

知らない 
聞いたことはあるが、 
詳しいことは知らない 

7.6 15.1 77.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

知っている 

知らない 

聞いたことはあるが、 
詳しいことは知らない

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔年代〕

　20代　(153)

　30代　(258)

　40代　(290)

　50代　(340)

　60代　(331)

　70歳以上　(135) 

17.5 

11.1 

14.0 

16.9 

18.5 

20.5 

22.2 

26.5 

17.6 

28.7 

30.3 

24.7 

27.5 

26.7 

56.0 

71.2 

57.4 

52.8 

56.8 

52.0 

51.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

知っている 

聞いたことはあるが、 
詳しいことは知らない 

知らない

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔年代〕

　20代　(153)

　30代　(258)

　40代　(290)

　50代　(340)

　60代　(331)

　70歳以上　(135) 

7.6 

3.9 

5.0 

5.5

8.2 

12.7 

6.7 

15.1 

15.0 

18.2 

16.2 

12.9 

14.8 

12.6 

77.4 

81.0 

76.7 

78.3 

78.8 

72.5 

80.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

知っている 

聞いたことはあるが、 
詳しいことは知らない 

知らない 

l「知っている」割合は 18％と低く、 

「知らない」が 56％と過半数を占め 

ている。 

l「知っている」割合は、年代が上が 

るにつれて高くなり、60代、70歳以 

上で２割以上となっている。 

l「知っている」割合は８％で、 「知ら 

ない」 が 77％と、 大半を占めている。 

l「知っている」割合は、60代が 13％ 

で最も高く、 その他は１割未満となっ 

ている。 

ねんりんピック 

年 代 別 

第 24 回国民文化祭 

年 代 別
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テレビ・ラジオ 

新聞・雑誌 

県の広報誌や市町村の広報紙 

パンフレット・ポスター 

友人・知人から聞いて 

看板・横断幕等の表示 

インターネットのホームページ 

催事等での案内 

地域や学校での説明会 

ミニコミ誌 

プレイベントの開催による案内 

携帯電話の専用サイト 

その他 

特にない、わからない 

71.1 

64.2 

52.7 

18.0 

17.1 

13.0 

6.7 

5.1 

4.8 

3.1 

1.8 

0.4 

1.0

2.4 

0 20 40 60 80 

（％） 

Ｎ＝1,507

　（Ｎ） 

全県（1,507） 

〔年代〕

　20代（153）

　30代（258）

　40代（290）

　50代（340）

　60代（331）

　70歳以上（135） 

71.1 

66.7 

70.2 

65.9 

70.9 

76.7 

75.6 

0 20 40 60 80 

テレビ・ラジオ 

64.2 

49.0 

58.5 

70.3 

71.2 

65.6 

57.8 

0 20 40 60 80 

新聞・雑誌 

52.7 

38.6 

43.0 

59.3 

57.9 

60.1 

41.5 

0 20 40 60 80 

県の広報誌や市町村 
の広報紙 

18.0 

24.2 

21.7 

22.1 

17.6 

11.5 

11.9 

0 20 40 60 80 

パンフレット・ポスター 

17.1 

21.6 

22.5 

17.9 

16.8 

13.0 

11.1 

0 20 40 60 80 

（％） 
友人・知人から聞いて 

Ｑ８［回答票９］あなたは、日ごろ、大会 

や行事などのイベント情報を何から知 

ることが多いですか。この中からいく 

つでもあげてください。（Ｍ.Ａ.） 

l「テレビ・ラジオ」が71％で大半を 

占めている。ついで、「新聞・雑誌」 

が64％、「県の広報誌や市町村の広報 

紙」が53％となっており、以上が過 

半数となっている。 

l「テレビ・ラジオ」は、いずれの年 

代でも多くなっているが、40代、50 

代では「新聞・雑誌」 が第１位となっ 

ている。また、 「県の広報誌や市町村 

の広報紙」も 40 代から 60 代で、約 

６割と多くなっている。 

全 体 

年 代 別 

イベント情報の入手先 「テレビ・ラジオ」で 71％、「新聞・雑誌」で 64％
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地震や風水害などの防災対策の推進 

高齢者や障害のある人などの福祉対策の推進 

交通事故や犯罪のない社会づくり 

良好な生活環境の確保 

健康づくりの推進や保健医療体制の整備 

少子化対策や子育て支援の推進 

物価･消費者対策の推進 

快適な都市づくり･住まいづくりの推進 

学校教育の充実 

雇用対策の推進 

道路･港湾･空港などの交通網の整備 

自然環境の保全と有効活用 

地球環境保全対策の推進 

食品･医薬品の安全確保や感染症の予防対策などへの取組の推進 

環境への負荷の少ない循環型社会の構築 

年齢･性･身体･国籍等に関係なくすべての人が尊重される考え方の普及 

青少年の健全育成や地域コミュニティ形成への支援 

ボランティアやＮＰＯ活動の促進 

生涯学習機会の充実 

家庭教育の充実 

産業を担う人材の育成 

伝統や歴史に培われた文化の継承と発展 

生涯スポーツや競技スポーツの振興 

製造業の支援 

農林水産業の支援 

商業や観光産業の支援 

新産業の創出などの産業の国際競争力強化の支援 

国内･海外との交流とイベントなどによる魅力の発信 

新しい芸術文化づくりの推進 

高度情報通信体系の整備 

男女共同参画の推進 

科学技術の振興 

その他 

特にない、わからない 

51.1 

38.1 

29.1 

27.8 

26.9 

26.1 

23.0 

20.3 

20.2 

18.3 

16.8 

16.0 

15.4 

13.1 

11.5 

10.6 

9.9 

8.4 

8.2 

7.6 

7.2 

6.5 

6.2 

6.0 

5.8 

5.7 

4.0 

3.5 

3.3 

2.2 

1.9 

1.3 

1.5 

1.9 

0 20 40 60 
（％） 

Ｎ＝1,507 

地震や風水害などの防災対策の推進 

高齢者や障害のある人などの福祉対策の推進 

交通事故や犯罪のない社会づくり 

良好な生活環境の確保 

健康づくりの推進や保健医療体制の整備 

36.8 

36.9 

29.3 

28.9 

27.5 

51.1 

38.1 

29.1 

27.8 

26.9 

0 20 40 60 
（％） 

平成16年 
（1,551） 

平成17年 
（1,507)

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔年代〕

　20代　(153)

　30代　(258)

　40代　(290)

　50代　(340)

　60代　(331)

　70歳以上　(135) 

地震や風水害などの 
防災対策の推進 

51.1 

60.8 

47.3 

50.3 

54.1 

47.7 

49.6 

0 20 40 60 80 

交通事故や犯罪の 
ない社会づくり 

29.1

36.6 

32.6 

27.9 

24.7 

28.1 

30.4 

0 20 40 60 80 

良好な生活環境の確保 

27.8 

24.8 

23.3 

33.4 

28.2 

27.8 

26.7 

0 20 40 60 80 

健康づくりの推進や 
保健医療体制の整備 

26.9 

22.2 

19.8 

22.4 

25.0 

37.5 

34.8 

0 20 40 60 80 

（％） 

高齢者や障害のある人 
などの福祉対策の推進 

38.1 

31.4 

31.0 

40.0 

40.6 

36.9 

51.9 

0 20 40 60 80 

Ｑ９〔回答票10〕あなたが、県に特に力を 

入れてほしいと考えることを、この中か 

ら５つまであげてください。（Ｍ.Ａ.） 

l「地震や風水害などの防災対策の推 

進」 が51％で最も多く、 過半数となっ 

ている。以下、 「高齢者や障害のある 

人などの福祉対策の推進」 、「交通事 

故や犯罪のない社会づくり」、「良好 

な生活環境の確保」、「健康づくりの 

推進や保健医療体制の整備」の順と 

なっている。 

l前年は第２位であった「地震や風水 

害などの防災対策の推進」は、14.3 

ポイント増加し、第１位となってい 

る。 

l第１位の「地震や風水害などの防災 

対策の推進」は、20代で６割以上と 

多くなっている。第２位の「高齢者 

や障害のある人などの福祉対策の推 

進」と、第５位の「健康づくりの推 

進や保健医療体制の整備」について 

は、 いずれも年代が上がるにつれて、 

割合は高くなっている。 

全 体 

県に望む施策 「地震や風水害などの防災対策の推進」が過半数 

年 代 別 

経 年 比 較
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小規模な市町村に対する支援 

現在国が行っている地域に係る政策・事業の実施 

市町村では実施困難な大規模・広域的・高度専門的な 
事業の実施 

国と市町村との間の利害・連絡調整 

市町村相互間の利害・連絡調整 

新しい政策課題に対するモデル的事業の実施、 
市町村の先導 

その他 

特にない、わからない 

32.6 

31.3 

30.5 

27.7 

17.1 

13.3 

1.7 

13.8 

0 10 20 30 40 

（％） 

Ｎ＝1,507

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔地域・市郡〕

　東部・市部　(410)

　東部・郡部　(85)

　中部・市部　(424)

　中部・郡部　(66)

　西部・市部　(461)

　西部・郡部　(61) 

32.6 

30.2 

44.7 

25.5 

45.5 

34.9 

50.8 

0 20 40 60 

小規模な市町村に 
対する支援 

31.3 

30.2 

30.6 

32.8 

30.3 

32.5 

19.7 

0 20 40 60 

現在国が行っている 
地域に係る政策・事業 
の実施 

30.5 

31.0 

28.2 

25.5

31.8 

35.1 

29.5 

0 20 40 60 

市町村では実施困難な 
大規模・広域的・高度 
専門的な事業の実施 

27.7 

28.8 

18.8 

29.0 

25.8 

27.8 

24.6 

0 20 40 60 

国と市町村との間 
の利害・連絡調整 

17.1 

15.4 

17.6 

14.6 

16.7 

20.0 

24.6 

0 20 40 60 

（％） 

市町村相互間の利 
害・連絡調整 

Ｑ10〔回答票11〕これからの、県にどのよ 

うな役割を期待しますか。特に期待する 

役割を、この中から２つまであげてくだ 

さい。（Ｍ.Ａ.） 

l「小規模な市町村に対する支援」が 

33％で最も多く、以下、 「現在国が 

行っている地域に係る政策・事業の 

実施」、「市町村では実施困難な大規 

模・広域的・高度専門的な事業の実 

施」 、「国と市町村との間の利害・連 

絡調整」、「市町村相互間の利害・連 

絡調整」の順となっている。 

l 「小規模な市町村に対する支援」 は、 

郡部が市部を大きく上回っている。 

特に、西部・郡部は51％で過半数と 

なっている。 

全 体 

地 域 ・ 市 郡 別 

「小規模な市町村に対する支援」が 33％で最も多い 市町村合併後の県の役割
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　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔年代〕

　20代　(153)

　30代　(258)

　40代　(290)

　50代　(340)

　60代　(331)

　70歳以上(135)

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔年代〕

　20代　(153)

　30代　(258)

　40代　(290)

　50代　(340)

　60代　(331)

　70歳以上(135) 

52.4 

45.8 

53.5 

58.3 

55.9 

48.3 

45.9 

0 20 40 60 

質の高い保健・医療・ 
福祉サービスを提供す 
るための人材育成 

51.2

58.2 

57.8 

45.5 

55.6 

46.8 

43.0 

0 20 40 60 

地震対策や、治山、治 
水対策など災害に強い 
県土づくり 

36.2 

39.2 

33.7 

34.1 

37.9 

39.0 

31.1 

0 20 40 60 
（％） 

地球温暖化など環境問 
題に対する情報提供、 
意識啓発、先導的取組 

34.4 

28.8 

27.1 

32.4 

34.7 

39.3 

46.7 

0 20 40 60 

がん治療など高度専門 
医療サービスの提供 

28.8 

39.2 

31.4

37.9 

30.0 

19.6 

11.9 

0 20 40 60 

（％） 

職業能力開発や就職支 
援、フリーター、ニート 
対策などの雇用問題への 
取組 

質の高い保健・医療・福祉サービスを提供するための 
人材育成 

地震対策や、治山、治水対策など災害に強い県土づくり 

地球温暖化など環境問題に対する情報提供、意識啓発、 
先導的取組 

がん治療など高度専門医療サービスの提供 

職業能力開発や就職支援、フリーター、ニート対策 
などの雇用問題への取組 

高等学校、大学、大学院など高等教育機関の充実 

新たな産業・事業の創出や国内外の優良企業の誘致 
などによる産業振興 

豊かな農林水産物の安定供給のための農林水産業への支援 

空港や高規格幹線道路の建設など大型の社会資本整備 

静岡県の魅力の国内外への積極的な発信などによる 
交流の促進 

国際オペラコンクールの実施など世界レベルの 
文化芸術の振興 

その他 

特にない、わからない 

52.4 

51.2 

36.2 

34.4 

28.8 

14.9 

13.6 

12.4 

9.8 

8.4 

3.1 

0.8 

3.9 

0 20 40 60 

（％） 

Ｎ＝1,507 

Ｑ11〔回答票12〕今後、県が特に力を入れ 

ていくべき、広域的・高度専門的な行政 

分野を、この中から３つまであげてくだ 

さい。（Ｍ.Ａ.） 

l「質の高い保健・医療・福祉サービ 

スを提供するための人材育成」 が52％、 

「地震対策や、治山、治水対策など 

災害に強い県土づくり」 が51％となっ 

ており、 以上が過半数となっている。 

以下、「地球温暖化など環境問題に対 

する情報提供、産業啓発、先導的取 

組」、「がん治療など高度専門医療サー 

ビスの提供」、 「職業能力開発や就職 

支援、フリーター、ニート対策など 

の雇用問題への取組」の順となって 

いる。 

l「がん治療など高度専門医療サービ 

スの提供」は、年代が上がるにつれ 

て割合は高くなっており、70歳以上 

では 47％で最も多くなっている。一 

方、「職業能力井開発や就職支援、フ 

リーター、ニート対策などの雇用問 

題への取組」は若年層で多くなって 

いる。 

l「がん治療など高度専門医療サービ 

スの提供」は市部が郡部を上回って 

いる。特に、東部と中部では約４割 

と多くなっている。 

全 体 

「質の高い保健・医療・福祉サービスを提供 
するための人材育成」が 52％で最も多い 

県が力を入れていくべき 
広域的・高度専門的な行政分野 

地 域 ・ 市 郡 別 

年 代 別

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔地域・市郡〕

　東部・市部　(410)

　東部・郡部　(85)

　中部・市部　(424)

　中部・郡部　(66)

　西部・市部　(461)

　西部・郡部　(61) 

52.4 

50.2 

54.1 

50.5 

45.5 

56.2 

55.7 

0 20 40 60 

質の高い保健・医療・ 
福祉サービスを提供す 
るための人材育成 

51.2 

53.2 

45.9 

47.9 

51.5 

52.5 

59.0 

0 20 40 60 

地震対策や、治山、治 
水対策など災害に強い 
県土づくり 

36.2 

32.4 

29.4 

39.6 

37.9 

37.5 

36.1 

0 20 40 60 

地球温暖化など環境 
問題に対する情報提 
供、意識啓発、先導 
的取組 

34.4 

39.3 

32.9 

40.1 

28.8 

28.0 

19.7 

0 20 40 60 

がん治療など高度専門 
医療サービスの提供 

28.8 

27.1 

30.6 

28.3 

18.2 

31.9 

29.5 

0 20 40 60 

（％） 

職業能力開発や就職 
支援、フリーター、 
ニート対策などの雇 
用問題への取組
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11.1 50.3 26.1 8.2 4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

積極的に外国人と接していきたい 

他の近隣の日本人と 
同じように接していきたい 

必要なときだけ、 
接するようにしたい 

できるだけ距離をおきたい 

わからない 

Ｎ＝1,507

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔性・年代〕

　男性小計　(723)

　20代　(64)

　30代　(127)

　40代　(131)

　50代　(165)

　60代　(164)

　70歳以上　(72)

　女性小計　(784)

　20代　(89)

　30代　(131)

　40代　(159)

　50代　(175)

　60代　(167)

　70歳以上　(63)

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔性・年代〕

　男性小計　(723)

　20代　(64)

　30代　(127)

　40代　(131)

　50代　(165)

　60代　(164)

　70歳以上　(72)

　女性小計　(784)

　20代　(89)

　30代　(131)

　40代　(159)

　50代　(175)

　60代　(167)

　70歳以上　(63) 

積極的に外国人と 
接していきたい 

11.1 

11.9 

9.4 

16.5 

9.9 

9.7 

15.2 

6.9

10.3 

16.9 

12.2 

11.9 

7.4 

8.4 

6.3 

0 20 40 60 80 

（％） 

他の近隣の日本人と同じ 
ように接していきたい 

50.3 

47.4 

42.2

49.6 

55.0 

52.7 

42.7 

33.3 

52.9 

55.0 

54.3 

45.5 

34.9 

65.2 

57.9 

0 20 40 60 80 

必要なときだけ、 
接するようにしたい 

26.1 

29.0

37.5 

22.8 

29.0 

25.5 

29.3 

40.3 

23.3 

12.4 

25.2 

20.8 

24.6 

29.9 

20.6 

0 20 40 60 80 

できるだけ距離を 
おきたい 

8.2 

7.6 

7.8 

7.1 

3.8

6.7

9.8

12.5 

8.8 

4.6 

8.6 

10.2 

28.6 

2.2 

6.9 

0 20 40 60 80 

わからない 

4.3 

4.0 

3.1 

3.9 

2.3

5.5 

3.0

6.9 

4.6 

3.4 

3.1 

2.5

5.1 

6.0

9.5 

0 20 40 60 80 

（％） 

Ｑ12〔回答票 13〕平成 16年 12 月現在、静 

岡県内には９万１千人の外国人が暮らし 

ています。あなたは、言葉や生活習慣が 

異なる外国人と地域で暮らしていくこと 

に関して、どのように考えますか。 

l「他の近隣の日本人と同じように接 

していきたい」 と考えている人が50％ 

で最も多く、ついで「必要なときだ 

け、接するようにしたい」が26％、 

「積極的に外国人と接していきたい」 

が11％、「できるだけ距離をおきたい」 

が８％となっている。 

lいずれの性・年代においても「他の 

近隣の日本人と同じように接してい 

きたい」が多くなっているが、男性 

70歳以上では「必要なときだけ、接 

するようにしたい」が40％で最も多 

くなっている。また、女性70歳以上 

では「できるだけ距離をおきたい」 

が29％で、やや多くなっている。 

全 体 

性 ・ 年 代 別 

「他の近隣の日本人と同じように接していきたい」 
と考えている人が半数 

外国人と地域でいっしょに 
暮らしていくことについて
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15.9 16.4 60.2 4.4 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

わからない 

Ｎ＝1,507 

外国人が日本の 
生活に慣れるよう 
努力してほしい 

日本人が心を開き、外国人を 
受け入れるようにする 

お互いに理解できるよう歩み寄る 

お互いにかかわりあいに 
ならないのがよい

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔性・年代〕

　男性小計　(723)

　20代　(64)

　30代　(127)

　40代　(131)

　50代　(165)

　60代　(164)

　70歳以上　(72)

　女性小計　(784)

　20代　(89)

　30代　(131)

　40代　(159)

　50代　(175)

　60代　(167)

　70歳以上　(63)

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔性・年代〕

　男性小計　(723)

　20代　(64)

　30代　(127)

　40代　(131)

　50代　(165)

　60代　(164)

　70歳以上　(72)

　女性小計　(784)

　20代　(89)
　30代　(131)

　40代　(159)

　50代　(175)

　60代　(167)

　70歳以上　(63) 

外国人が日本の生活に 
慣れるよう努力して 
ほしい 

15.9 

21.2 

17.2 

20.5 

19.8 
21.8 

25.6 

16.7 

11.1 
9.0 

10.7 

10.7 

15.4 
10.2 

6.3 

0 20 40 60 80 

（％） 

お互いに理解できる 
よう歩み寄る 

60.2 

56.0 

68.8 

58.3 
64.1 

53.9 

47.0 

51.4 

64.0

71.0 

64.6 
60.5 

50.8 

65.2 

66.0 

0 20 40 60 80 

日本人が心を開き、 
外国人を受け入れる 
ようにする 

16.4 

15.6 

10.9 

15.0 

13.7 
15.2 

20.7 

13.9 

17.1 
21.3 

14.5 

20.8 

13.7 

17.4 
15.9 

0 20 40 60 80 

お互いにかかわりあい 
にならないのがよい 

4.4 

4.0 

3.1 

2.4 

0.8 

6.1 

3.7 

9.7 
4.8 

1.5

5.1 

7.2 

17.5 

1.9 

1.1 

0 20 40 60 80 

わからない 

3.1 

3.2 

0.0 
3.9 

1.5 

3.0 
3.0 

8.3 

2.9 
3.4 

2.3 

0.6 

1.1
4.8 

9.5 

0 20 40 60 80 

（％） 

Ｑ13〔回答票 14〕地域で暮らす外国人とよ 

りよく暮らしていくためには、どのよう 

なことが大切だと思いますか。 

l「お互いに理解できるよう歩み寄る」 

ことが大切だと思っている人が60％ 

で最も多く、ついで「日本人が心を 

開き、外国人を受け入れるようにす 

る」、「外国人が日本人の生活に慣れ 

るよう努力してほしい」 がともに16％、 

「お互いにかかわりあいにならない 

のがよい」が4％となっている。 

lいずれの性・年代においても「お互 

いに理解できるよう歩み寄る」が多 

くなっている。また、 「外国人が日本 

の生活になれるよう努力してほしい」 

は男性60代で、 「お互いにかかわりあ 

いにならないのがよい」は女性70歳 

以上で、やや多くなっている。 

全 体 

性 ・ 年 代 別 

「お互いに理解できるよう歩み寄る」 
ことが大切だと思っている人が６割 

外国人と地域でいっしょに 
暮らしていくうえで大切なこと 
て
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69.0 5.9 7.0 18.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

積極的に 
受け入れる なんらかの条件をつけて受け入れる 

受け入れないようにする 

わからない

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔性・年代〕

　男性小計　(723)

　20代　(64)

　30代　(127)

　40代　(131)

　50代　(165)

　60代　(164)

　70歳以上　(72)

　女性小計　(784)

　20代　(89)

　30代　(131)

　40代　(159)

　50代　(175)

　60代　(167)

　70歳以上　(63) 

受け入れないよう 
にする 

5.9 

5.9 

1.6 

3.1 

3.1 

7.9 

7.3 

12.5 

5.9 

1.1

4.6 

1.3 

6.9 

8.4 

17.5 

0 20 40 60 80 

なんらかの条件を 
つけて受け入れる 

69.0 

68.5 

64.1 

66.1 

65.6 

70.3 

73.8 

65.3 

69.5 

70.2 

74.3 

68.3 

54.0 

67.4 

72.3 

0 20 40 60 80 

わからない 

7.0 

5.4 

4.7 

6.3 

6.1 

4.8 

2.4 

11.1 

8.4 

5.6 

5.3 

7.5 

5.7 

11.4 

20.6 

0 20 40 60 80 

（％） 

積極的に受け入れる 

18.1 

20.2 

29.7 

24.4 

25.2 

17.0 

16.5 

11.1 

16.2 

25.8 

19.8 

18.9 

13.1 

12.0 

7.9 

0 20 40 60 80 

Ｑ14〔回答票 15〕今後、外国人労働者を県 

内に受け入れることについて、どのよう 

に考えますか。 

l「なんらかの条件をつけて受け入れ 

る」 ことがよいと考えている人が69％ 

で最も多く、ついで「積極的に受け 

入れる」が18％、「受け入れないよう 

にする」が６％となっている。 

lいずれの性・年代においても「なん 

らかの条件をつけて受け入れる」が 

過半数を占め、 最も多くなっている。 

また、「積極的に受け入れる」は、男 

性の若年層で割合が高くなっている。 

一方、「受け入れないようにする」 は、 

男女ともに70歳以上で１割を超えて 

いる。 

全 体 

性 ・ 年 代 別 

「なんらかの条件をつけて受け入れる」 
ことがよいと考えている人が約７割 外国人労働者の県内への受入れ
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　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔性・年代〕

　男性小計　(723)

　20代　(64)

　30代　(127)

　40代　(131)

　50代　(165)

　60代　(164)

　70歳以上　(72)

　女性小計　(784)

　20代　(89)

　30代　(131)

　40代　(159)

　50代　(175)

　60代　(167)

　70歳以上　(63) 

地域の魅力に磨きがか 
かり活気が生まれるの 
で、望ましい 

32.6 

30.7 

29.7 

33.9 

35.9 

28.5 

29.9 

23.6 

34.4 

38.2 

40.0 

27.5 

22.2 

30.8 

46.1 

0 20 40 60 

経済効果が期待できる 
ので、望ましい 

28.9 

31.4

37.5 

33.1 

28.2 

26.7 

34.8 

31.9 

26.5 

29.0 

24.0 

24.6

31.7 

21.3 

30.2 

0 20 40 60 

訪れる人との交流によ 
り活躍の場が増えてい 
くので、望ましい 

18.8 

17.2 

9.4

11.8 

13.7 

24.2 

17.7 

22.2 

20.3 

19.8 

17.1 

28.7 

12.7 

22.6 

12.4 

0 20 40 60 

交通渋滞の発生やごみ 
の増加など、地域生活 
への悪い影響の方が 
大きくなると思うの 
で、望ましくない 

12.7 

14.2 

17.2 

13.4 

16.8 

15.2 

11.6 

12.5 

11.2 

6.9 

12.0 

11.4 

7.9 

14.6 

13.2 

0 20 40 60 

（％）

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔本人職業〕

　農林漁業　(46)

　商工サービス・自由業　(224)

　管理・専門技術・事務職　(395)

　労務職　(281)

　主婦・主夫　(410)

　学生・その他無職　(146)

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔本人職業〕

　農林漁業　(46)

　商工サービス・自由業　(224)

　管理・専門技術・事務職　(395)

　労務職　(281)

　主婦・主夫　(410)

　学生・その他無職　(146) 

地域の魅力に磨きが 
かかり活気が生まれる 
ので、望ましい

32.6 

26.1 

27.2 

39.2 

31.3 

30.7 

34.2 

0 20 40 60 

経済効果が期待できる 
ので、望ましい 

28.9 

19.6 

42.0 

26.3 

27.8 

26.8 

26.0 

0 20 40 60 

（％） 

訪れる人との交流によ 
り活躍の場が増えてい 
くので、望ましい 

18.8 

30.4 

16.1 

15.9 

19.9 

22.0 

16.4 

0 20 40 60 

交通渋滞の発生やごみ 
の増加など、地域生活 
への悪い影響の方が 
大きくなると思うの 
で、望ましくない 

12.7

19.6 

7.6 

14.7 

14.2 

12.4 

11.0 

0 20 40 60 

（％） 

Ｑ15〔回答票 16〕人口減少社会に移行する 

中で、観光客などの訪問者を増やすこと 

が地域の活性化に必要だといわれていま 

す。あなたの住んでいる地域に観光客な 

どの訪問者が増えることについてどう思 

いますか。 

l「地域の魅力に磨きがかかり活気が 

生まれるので、望ましい」と思う人 

が33％で最も多く、ついで「経済効 

果が期待できるので、望ましい」が 

29％、「訪れる人との交流により活躍 

の場が増えていくので、望ましい」 

が19％、「交通渋滞の発生やごみの増 

加など、地域生活への悪い影響の方 

が大きくなると思うので、望ましく 

ない」は13％となっている。 

lいずれの性・年代においても、「地域 

の魅力に磨きがかかり活気が生まれ 

るので、望ましい」または「経済効 

果が期待できるので、望ましい」が 

高い割合を占めているが、女性60代 

では「訪れる人との交流により活躍 

の場が増えていくので、望ましい」 

が29％で最も多くなっている。 

l「経済効果が期待できるので、望ま 

しい」 は商工サービス ・ 自由業で42％、 

「訪れる人との交流により活躍の場 

が増えていくので望ましい」は農林 

漁業で30％と多くなっている。 

全 体 

性 ・ 年 代 別 

「地域の魅力に磨きがかかり活気が生まれるので、 
望ましい」と思う人が 33％ 

地域における 
観光客などの訪問者の増加 

本 人 職 業 別 

32.6 18.8 28.9 12.7 
0.7 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

地域の魅力に磨きがかかり 
活気が生まれるので､望ましい 

訪れる人との交流に 
より活躍の場が増えて 
いくので、望ましい 

交通渋滞の発生やごみの増加など、 
地域生活への悪い影響の方が大きく 
なると思うので、望ましくない 

特にない、 
わからない 

経済効果が期待 
できるので、望ましい 

その他
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Ｑ16〔回答票 17〕観光客など他の地域から 

の訪問者は、知らない土地の人たちとの 

ふれあいや交流を求める傾向が強くなっ 

ています。あなたは、他の地域からの訪 

問者とふれあうことについてどう思いま 

すか。 

l「可能な範囲でふれあいや交流に参 

加したい」と思う人が54％で最も多 

く、ついで「道を聞かれたら答える 

程度のふれあいや交流でよい」 が29％、 

「積極的にふれあいや交流を楽しみ 

たい」が11％、「できればかかわりあ 

いを避けたい」 が２％となっている。 

lいずれの性・年代においても、「可能 

な範囲でふれあいや交流に参加した 

い」が高い割合を占めているが、女 

性70歳以上では「道を聞かれたら答 

える程度のふれあいや交流でよい」 

が41％で最も多くなっている。 

全 体 

性 ・ 年 代 別 

「可能な範囲でふれあいや交流に参加したい」 
と思う人が 54％ 

他の地域からの 
訪問者とのふれあい

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔性・年代〕

　男性小計　(723)

　20代　(64)

　30代　(127)

　40代　(131)

　50代　(165)

　60代　(164)

　70歳以上　(72)

　女性小計　(784)

　20代　(89)

　30代　(131)

　40代　(159)

　50代　(175)

　60代　(167)

　70歳以上　(63) 

可能な範囲でふれあい 
や交流に参加したい 

53.6 

50.1 

56.3 

44.9 

54.2 

52.1 

50.6 

40.3 

56.8 

62.6 

59.4 

48.5 

31.7 

62.9 

65.2 

0 20 40 60 80 

道を聞かれたら答える 
程度のふれあいや 
交流でよい 

29.1 

31.0 

29.7 

31.5 

31.3 

31.5 

28.7 

34.7 

27.3 

25.2 

29.7 

29.3 

41.3 

18.0 

23.9 

0 20 40 60 80 

積極的にふれあいや 
交流を楽しみたい 

11.1 

11.9 

12.5 

15.7 

8.4 

7.9 

15.2 

12.5 

10.3 

8.4 

7.4 

14.4 

9.5 

13.5 

9.4 

0 20 40 60 80 

できればかかわりあい 
を避けたい 

2.1 

2.4 

0.0 

0.8 

2.3 

2.4 

3.0

5.6 

1.8 

1.5 

1.1

4.2 

3.2 

0.6 

0.0 

0 20 40 60 80 

（％） 

11.1 53.6 29.1 2.1 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Ｎ＝1,507 

積極的にふれあいや交流を楽しみたい 

道を聞かれたら答え 
る程度のふれあい 
や交流でよい 

できればかかわりあいを避けたい 

特にない、 
わからない 

可能な範囲でふれあいや 
交流に参加したい
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すばらしい風景・景観や歴史・文化遺産 
などがあったところ 

訪問した宿泊施設や商店などのおもてなしが 
温かだったり、出会った地元の人たちと 

交流を深めることができたところ 

食べ物や民芸品など魅力ある地域の特産品に 
出会えたところ 

レジャー施設、テーマパーク、宿泊施設など 
観光施設がすばらしかったところ 

交通の便がよかったところ 

農林漁業の体験や、陶芸・スポーツなど、 
魅力ある活動ができたところ 

その他 

特にない、わからない 

66.3 

35.0 

32.7 

29.7 

9.6 

6.8 

0.7

2.6 

0 20 40 60 80 

（％） 

Ｎ＝1,507

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔性・年代〕

　男性小計　(723)

　20代　(64)

　30代　(127)

　40代　(131)

　50代　(165)

　60代　(164)

　70歳以上　(72)

　女性小計　(784)

　20代　(89)

　30代　(131)

　40代　(159)

　50代　(175)

　60代　(167)

　70歳以上　(63)

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔性・年代〕

　男性小計　(723)

　20代　(64)

　30代　(127)

　40代　(131)

　50代　(165)

　60代　(164)

　70歳以上　(72)

　女性小計　(784)

　20代　(89)

　30代　(131)

　40代　(159)

　50代　(175)

　60代　(167)

　70歳以上　(63) 

すばらしい風景・景観や歴 
史・文化遺産などがあった 
ところ 

66.3 

67.2 

51.6 

60.6 

67.9 

69.7

76.2 

65.3 

65.4 

58.0 

73.1 

73.7 

58.7 

61.0 

58.4 

0 20 40 60 80 

訪問した宿泊施設や商店な 
どのおもてなしが温かだっ 
たり、出会った地元の人た 
ちと交流を深めることがで 
きたところ 

35.0 

30.3 

29.7 

27.6 

30.5 

35.2 

32.9 

18.1 

39.4 

32.8 

36.0 

45.5 

31.7 

42.7 

43.4 

0 20 40 60 80 

食べ物や民芸品など魅力あ 
る地域の特産品に出会えた 
ところ 

32.7 

32.2 

32.8 

27.6 

30.5 

34.5 

32.9 

36.1 

33.2 

29.0 

38.3 

35.9 

34.9 

23.6 

32.7 

0 20 40 60 80 

（％） 

レジャー施設、テーマパー 
ク、宿泊施設など観光施設 
がすばらしかったところ 

29.7 

29.0 

53.1 

45.7 

35.1 

18.8 

17.7 

16.7 

30.2 

54.2 

17.1 

14.4 

12.7 

48.3 

38.4 

0 20 40 60 80 

交通の便がよかったところ 

9.6

11.9 

14.1 

14.2 

9.9 

10.9 

9.8 

16.7 

7.5 

6.9 

7.4 

6.0 

11.1 

8.8 

6.7 

0 20 40 60 80 

農林漁業の体験や、陶芸・ 
スポーツなど、魅力ある活 
動ができたところ 

6.8 

8.2 

6.3 

6.3 

15.3 

6.7 

8.5 

2.8

5.5 

3.8

6.9 

3.6 

3.2 

6.3 

9.0 

0 20 40 60 80 

（％） 

Ｑ17〔回答票 18〕これまでに訪れた観光 

地などの中で、もう一度行ってみたいと 

思うところは、どのようなところでした 

か。 この中から２つまであげてください。 

（Ｍ.Ａ.） 

l「すばらしい風景・景観や歴史・文 

化遺産などがあったところ」が 66％ 

で最も多く、以下「訪問した宿泊施 

設や商店のおもてなしが温かだった 

り、出会った地元たちとの交流を深 

めることができたところ」、「食べ物 

や民芸品など魅力ある地域の特産品 

に出会えたところ」、「レジャー施設、 

テーマパーク、宿泊施設など観光施 

設がすばらしかったところ」 、「交通 

の便がよかったところ」の順となっ 

ている。 

lいずれの年代においても、「すばらし 

い風景・景観や歴史・文化遺産など 

があったところ」 が多くなっている。 

また、「レジャー施設、 テーマパーク、 

宿泊施設など観光施設がすばらし 

かったところ」については、男女と 

もに若年層で多く、特に男性20代で 

は第１位となっているが、年齢が上 

がるにつれて割合は低くなっている。 

全 体 

性 ・ 年 代 別 

「すばらしい風景・景観や歴史・文化遺産などが 
あったところ」が 66％ 

もう一度 
行ってみたいと思う観光地
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廃棄物（ごみ）の大量発生や不法投棄 

二酸化炭素等の増加による地球温暖化 

家庭からの排水などによる川や海の水質汚濁 

資源・エネルギーの枯渇 

自動車からの排出ガス等による大気汚染 

自然や野生動植物の減少 

環境ホルモン等の化学物質による環境汚染 

フロン等によるオゾン層の破壊 

林業の不振等による森林の荒廃 

酸性雨による森林等への影響 

その他 

特にない、わからない 

70.4 

38.8 

36.9 

30.1 

29.1 

21.0 

20.1 

17.2 

9.5 

8.4 

0.5

1.9 

0 20 40 60 80 

（％） 

Ｎ＝1,507

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔年代〕

　20代　(153)

　30代　(258)

　40代　(290)

　50代　(340)

　60代　(331)

　70歳以上　(135)

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔年代〕

　20代　(153)

　30代　(258)

　40代　(290)

　50代　(340)

　60代　(331)

　70歳以上　(135) 

70.4 

68.6 

72.1 

73.4 

74.7 

66.8 

60.7 

0 20 40 60 80 

廃棄物（ごみ）の 
大量発生や不法投棄 

36.9 

27.5 

31.8 

35.5 

40.9 

41.7 

38.5 

0 20 40 60 80 
（％） 

家庭からの排水などに 
よる川や海の水質汚濁 

30.1 

36.6 

36.4 

31.4 

27.1 

27.8 

20.7 

0 20 40 60 80 

資源・エネルギーの枯渇 

38.8

46.4 

41.1 

40.0 

37.4 

36.0 

33.3 

0 20 40 60 80 

二酸化炭素等の増加 
による地球温暖化 

29.1 

34.0 

25.6 

28.3 

27.6 

29.0

36.3 

0 20 40 60 80 
（％） 

自動車からの排出ガス 
等による大気汚染

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔住宅環境〕

　住宅地域　(1,243)

　商業地域　(66)

　工業地域　(41)

　農漁業地域　(118)

　山間地域　(39) 

70.4 

70.6 

63.6 

63.4 

72.9 

74.4 

0 20 40 60 80 

廃棄物（ごみ）の 
大量発生や不法投棄 

36.9 

36.4 

39.4 

34.1 

41.5 

35.9 

0 20 40 60 80 

家庭からの排水などに 
よる川や海の水質汚濁 

30.1 

29.8 

24.2 

51.2 

32.2 

17.9 

0 20 40 60 80 

資源・エネルギーの枯渇 

38.8 

38.9 

37.9 

48.8 

35.6 

35.9 

0 20 40 60 80 

二酸化炭素等の増加 
による地球温暖化 

29.1 

29.4 

33.3 

26.8 

25.4 

28.2 

0 20 40 60 80 
（％） 

自動車からの排出ガス 
等による大気汚染 

Ｑ18〔回答票19〕あなたは、今後どのよう 

な環境問題が重要になると思いますか。 

この中から３つまであげてください。 

（Ｍ.Ａ.） 

l「廃棄物（ごみ）の大量発生や不法 

投棄」が70％で最も多く大半の人が 

重要と感じている。以下「二酸化炭 

素等の増加による地球温暖化」、「家 

庭からの排水などによる川や海の水 

質汚濁」、「資源・ エネルギーの枯渇」、 

「自動車からの排気ガス等による大 

気汚染」の順となっている。 

l「二酸化炭素等の増加による地球温 

暖化」、「資源・エネルギーの枯渇」 

については、年代が上がるにつれて 

割合は低くなっている。一方、「家庭 

からの排水などによる川や海の水質 

汚濁」は、年代が上がるにつれて割 

合は高くなり、60代でピークとなっ 

ている。 

l工業地域では「二酸化炭素等の増加 

による地球温暖化」が49％、「資源・ 

エネルギーの枯渇」が51％と割合が 

高くなっている。 

全 体 

年 代 別 

「廃棄物（ごみ）の大量発生や不法投棄」が７割 

今後重要になると 
思われる環境問題 

住 宅 環 境 別
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電気機器の電源をこまめに消すことや冷暖房の設定温度に 
注意するなど、省エネルギーに努める 

家庭での節水を工夫し、水資源を大切にする 

買い物袋を持参したり、過剰包装を断るなど、ごみの 
発生を抑える 

リサイクル・清掃美化・緑化等の地域活動に積極的に参加する 

アウトドア活動を楽しむときは、自然環境を守り、 
ごみを持ち帰る 

料理の時は食材を使いきることや、洗剤の使用を控える 
ようにする 

徒歩、自転車、公共交通機関など、環境への負荷の少ない 
交通手段をできるだけ利用する 

家庭の緑を増やしたり自然とのふれあいを進める 

エコマークやグリーンマークのついた製品など、環境に 
配慮した製品の購入やサービスの利用に心がける 

森づくりや里山づくりの活動に参加する 

その他 

特にない、わからない 

49.7 

41.5 

40.9 

30.5 

29.6 

19.8 

19.5 

17.1 

13.2 

2.5 

0.5 

3.4 

0 20 40 60 

（％） 

Ｎ＝1,507

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔性別〕

　男性　(723)

　女性　(784)

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔性別〕

　男性　(723)

　女性　(784) 

49.7 

48.5 

50.8 

0 20 40 60 

電気機器の電源をこまめ 
に消すことや冷暖房の設 
定温度に注意するなど、 
省エネルギーに努める 

40.9 

29.3 

51.5 

0 20 40 60 

買い物袋を持参したり、 
過剰包装を断るなど、ご 
みの発生を抑える 

30.5 

30.2 

30.9 

0 20 40 60 

（％） 

リサイクル・清掃美 
化・緑化等の地域活動 
に積極的に参加する 

41.5 

39.1 

43.8 

0 20 40 60 

家庭での節水を工夫 
し、水資源を大切に 
する 

29.6

35.8 

23.9 

0 20 40 60 

アウトドア活動を楽し 
むときは、自然環境を 
守り、ごみを持ち帰る 

19.5 

22.1 

17.1 

0 20 40 60 

徒歩、自転車、公共交通 
機関など、環境への負荷 
の少ない交通手段をでき 
るだけ利用する 

17.1 

22.0 

12.5 

0 20 40 60 

（％） 

家庭の緑を増やしたり 
自然とのふれあいを進 
める 

19.8 

10.1 

28.7 

0 20 40 60 

料理をするときは、食 
材を使いきることや、 
洗剤の使用を控えるこ 
となどに心がける

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔年代〕

　20代　(153)

　30代　(258)

　40代　(290)

　50代　(340)

　60代　(331) 

70歳以上　(135)

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔年代〕

　20代　(153)

　30代　(258)

　40代　(290)

　50代　(340)

　60代　(331) 

70歳以上　(135) 

49.7 

54.2 

51.6 

58.3 

49.7 

42.6 

40.0 

0 20 40 60 

電気機器の電源をこまめ 
に消すことや冷暖房の設 
定温度に注意するなど、 
省エネルギーに努める 

40.9 

28.1

33.7

39.3 

43.5 

48.3 

47.4 

0 20 40 60 

買い物袋を持参したり、 
過剰包装を断るなど、ご 
みの発生を抑える 

30.5 

21.6 

24.4 

33.8 

33.5 

35.0 

26.7 

0 20 40 60 

（％） 

リサイクル・清掃美 
化・緑化等の地域活動 
に積極的に参加する 

41.5 

39.2 

34.5 

45.5 

41.8 

42.3 

46.7 

0 20 40 60 

家庭での節水を工夫 
し、水資源を大切に 
する 

29.6 

45.8 

46.1 

25.5 

28.5 

19.9 

14.8 

0 20 40 60 

アウトドア活動を楽し 
むときは、自然環境を 
守り、ごみを持ち帰る 

19.5 

13.1 

17.8 

14.8

20.9 

21.1 

32.6 

0 20 40 60 

徒歩、自転車、公共交通 
機関など、環境への負荷 
の少ない交通手段をでき 
るだけ利用する 

17.1 

9.2 

13.6 

14.8 

19.4 

22.1 

19.3 

0 20 40 60 

（％） 

家庭の緑を増やしたり 
自然とのふれあいを進 
める 

19.8 

17.6 

19.8 

19.3 

19.4 

23.0 

16.3 

0 20 40 60 

料理をするときは、食 
材を使いきることや、 
洗剤の使用を控えるこ 
となどに心がける 

Ｑ19〔回答票20〕あなたが環境を守るた 

めに、 普段心がけていることは何ですか。 

この中から３つまであげてください。 

（Ｍ.Ａ.） 

l「電気機器の電源をこまめに消すこ 

とや冷暖房の温度設定に注意するな 

ど、省エネルギーに努める」が50％ 

で最も多く、約半数の人が心がけて 

いる。 以下、 「家庭での節水を工夫し、 

水資源を大切にする」、「買物袋を持 

参したり、過剰包装を断るなど、ご 

みの発生を抑える」、「リサイクル・ 

清掃美化・緑化等の地域活動に積極 

的に参加する」、「アウトドア活動を 

楽しむときは、自然環境を守り、ご 

みを持ち帰る」の順となっている。 

l「アウトドア活動を楽しむときは、 

自然環境を守り、ごみを持ち帰る」 

は男性が女性を、「買物袋を持参した 

り、過剰包装を断るなど、ごみの発 

生を抑える」 と 「料理をするときは、 

食材を使いきることや、洗剤の使用 

を控えることなどに心がける」では 

女性が男性を、それぞれ10ポイント 

以上上回っている。 

l「アウトドア活動を楽しむときは、 

自然環境を守り、ごみを持ち帰る」 

は、20代、30代の若年層で割合が高 

く、年代が上がるにつれて低くなっ 

ている。 一方、「買物袋を持参したり、 

過剰包装を断るなど、ごみの発生を 

抑える」は、年代が上がるにつれて 

割合が高くなり、 60代でピークになっ 

ている。 

全 体 

年 代 別 

「節電など省エネルギーに努める」が約半数 環境保全に心がけていること 

性 別
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ごみの発生抑制、再使用、再資源化の徹底や廃棄物の 
不法投棄の防止 

生活排水、工場排水等による水質汚濁の防止や湖沼等の 
水質浄化対策 

ダイオキシン類など有害化学物質対策の推進 

交通対策や低公害車の導入などによる自動車排出ガスの削減 

温室効果ガスの排出削減など地球温暖化の防止対策 

燃料電池やバイオマスエネルギーなど新エネルギー 
の導入の促進 

環境教育・環境学習の推進と環境学習リーダーの育成 

県土の保全や二酸化炭素の吸収源など多面的機能を 
持つ森林の整備、保全 

県民との協働等による里山の整備や自然景観の保全 

外来生物対策と希少な動植物の保護、保全 

その他 

特にない、わからない 

65.9 

46.0 

32.4 

28.1 

22.6 

20.4 

19.2 

15.2 

12.9 

9.2 

0.5 

3.5 

0 20 40 60 80 

（％） 

Ｎ＝1,507

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔地域・市郡〕

　東部・市部　(410)

　東部・郡部　(85)

　中部・市部　(424)

　中部・郡部　(66)

　西部・市部　(461)

　西部・郡部　(61) 

65.9 

66.8 

58.8 

62.7 

72.7 

68.5 

63.9 

0 20 40 60 80 

ごみの発生抑制、再使用、 
再資源化の徹底や廃棄物の 
不法投棄の防止 

32.4 

31.5 

38.8 

32.8 

24.2

32.8 

34.4 

0 20 40 60 80 
（％） 

ダイオキシン類など有 
害化学物質対策の推進 

46.0 

44.9 

40.0 

42.5 

54.5 

49.9 

47.5 

0 20 40 60 80 

生活排水、工場排水等によ 
る水質汚濁の防止や湖沼等 
の水質浄化対策

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔地域・市郡〕

　東部・市部　(410)

　東部・郡部　(85)

　中部・市部　(424)

　中部・郡部　(66)

　西部・市部　(461)

　西部・郡部　(61) 

28.1 

29.8 

21.2 

30.4 

27.3 

28.2 

9.8 

0 20 40 60 80 

交通対策や低公害車の 
導入などによる自動車 
排出ガスの削減 

22.6 

22.4 

18.8 

23.1 

18.2 

23.4 

23.0 

0 20 40 60 80 

温室効果ガスの排出削 
減など地球温暖化の防 
止対策 

19.2 

19.8 

20.0 

15.3 

18.2 

21.5 

26.2 

0 20 40 60 80 

環境教育・環境学習の 
推進と環境学習リー 
ダーの育成 

15.2 

15.1 

20.0 

15.1 

27.3 

12.4 

18.0 

0 20 40 60 80 

（％） 

二酸化炭素の吸収源 
など多面的機能を持 
つ森林の整備、保全 

20.4 

20.0 

16.5 

21.2 

10.6 

22.6 

16.4 

0 20 40 60 80 

燃料電池やバイオマス 
エネルギーなど新エネ 
ルギーの導入の促進 

Ｑ20〔回答票 21〕次世代に快適な環境を継 

承していくため、県により積極的に取り 

組んでほしいと思うことは何ですか。こ 

の中から３つまであげてください。 

（Ｍ.Ａ.） 

l「ごみの発生抑制、再使用、再資源 

化の徹底や、廃棄物の不法投棄の防 

止」が66％で最も多く、以下「生活 

排水、工場排水等による水質汚濁の 

防止や湖沼等の水質浄化対策」、「ダ 

イオキシン類など有害化学物質対策 

の推進」、「交通対策や低公害車の購 

入などによる自動車排出が図の削減」、 

「温室効果ガスの排出削減など地球 

温暖化の防止対策」の順となってい 

る。 

l「県土の保全や二酸化炭素の吸収源 

など多面的機能を持つ森林の整備、 

保全」は、郡部が市部を上回ってお 

り、中部・郡部で27％と多くなって 

いる。一方、「交通対策や低公害車の 

購入などによる自動車排出が図の削 

減」 は、 市部が郡部を上回っている。 

また、西部・郡部では10％と割合は 

低くなっている。 

全 体 

地域・市郡別 

「ごみの発生抑制、再使用、再資源化の徹底や、 
廃棄物の不法投棄の防止」が 66％で最も多い 

快適な環境を継承していく 
ために県に取り組んでほしいこと
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地元でとれた新鮮な産物の供給 

安全で安心な産物の供給 

若い人が意欲を持って働ける場づくり 

農薬や肥料の適正な使用など環境にやさしい 
農林水産業の実施 

健康に役立ち、体に良い成分を持った産物の供給 

使われていない田や畑の有効利用 

地域の高齢者等の生きがいの場や働く場づくり 

海外からの輸入農林水産物に対抗できる、価格の安い 
産物の供給 

条件の不利な中山間地域等の地域社会の維持・活性化 

その他 

特にない、わからない 

54.9 

52.2 

39.7 

32.1 

27.9 

27.3 

21.7 

13.2 

6.7 

0.5

2.4 

0 20 40 60 

（％） 

Ｎ＝1,507

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔本人職業〕

　農林漁業　(46)

　商工サービス・自由業　(224)

　管理・専門技術・事務職　(395)

　労務職　(281)

　主婦・主夫　(410)

　学生・その他無職　(146)

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔本人職業〕

　農林漁業　(46)

　商工サービス・自由業　(224)

　管理・専門技術・事務職　(395)

　労務職　(281)

　主婦・主夫　(410)

　学生・その他無職　(146) 

54.9 

60.9 

54.0 

50.9 

51.2 

60.7 

56.2 

0 20 40 60 80 

地元でとれた新鮮な産 
物の供給 

39.7 

41.3 

38.8 

42.5 

42.0 

36.6 

39.0 

0 20 40 60 80 

（％） 

若い人が意欲を持っ 
て働ける場づくり 

32.1 

47.8 

35.3 

29.6 

26.7 

36.1 

28.8 

0 20 40 60 80 

農薬や肥料の適正な 
使用など環境にやさ 
しい農林水産業の実 
施 

52.2 

52.2 

46.4 

56.2 

53.4 

53.7 

43.8 

0 20 40 60 80 

安全で安心な産物 
の供給 

27.9 

13.0 

25.0 

26.3 

28.1 

31.2 

30.8 

0 20 40 60 80 

健康に役立ち、体に良 
い成分を持った産物の 
供給 

27.3 

19.6 

34.8 

30.9 

28.1 

21.5 

24.7 

0 20 40 60 80 

（％） 

使われていない田や 
畑の有効利用

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 
〔住宅環境〕
　住宅地域　(1,243)
　商業地域　(66)
　工業地域　(41)
　農漁業地域　(118)
　山間地域　(39)

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 
〔住宅環境〕
　住宅地域　(1,243)
　商業地域　(66)
　工業地域　(41)
　農漁業地域　(118)
　山間地域　(39) 

54.9 

55.1 
54.5 
58.5 
55.9 

43.6 

0 20 40 60 80 

地元でとれた新鮮な産 
物の供給 

39.7 

40.7 
27.3 

22.0 
35.6 

61.5 

0 20 40 60 80 

（％） 

若い人が意欲を持っ 
て働ける場づくり 

32.1 

30.3
37.9 
39.0 
41.5 
41.0 

0 20 40 60 80 

農薬や肥料の適正な使 
用など環境にやさしい 
農林水産業の実施 

52.2 

53.1 
48.5 

61.0 
46.6 

38.5 

0 20 40 60 80 

安全で安心な産物 
の供給 

27.9 

28.2 
34.8 

29.3 
24.6 

12.8 

0 20 40 60 80 

健康に役立ち、体に 
良い成分を持った産 
物の供給 

27.3 

25.7 
30.3

39.0 
35.6 
35.9 

0 20 40 60 80 

（％） 

使われていない田や 
畑の有効利用 

Ｑ21〔回答票 22〕あなたが、静岡県の農林 

水産業に期待することは何ですか。特に 

期待することをこの中から３つまであげ 

てください。（Ｍ.Ａ.） 

l「地元でとれた新鮮な産物の供給」 

が55％、「安全で安心な産物の供給」 

が52％で、上位の２項目が過半数と 

なっている。以下、 「若い人が意欲を 

持って働ける場づくり」、「農薬や肥 

料の適正な使用など環境にやさしい 

農林水産業の実施」、「健康に役立ち、 

体に良い成分を持った産物の供給」 

の順となっている。 

l「農薬や肥料の適正な使用など環境 

にやさしい農林水産業の実施」は、農 

林漁業で48％と、 特に多くなっている。 

l「若い人が意欲を持って働ける場づ 

くり」は山間地域で62％と、特に多 

くなっている。また、「使われていな 

い田畑の有効利用」は、工業地区で 

39％とやや多くなっている。 

全 体 

「地元でとれた新鮮な産物の供給」と 
「安全で安心な産物の供給」で過半数 

静岡県の農林水産業に 
期待すること 

住 宅 環 境 別 

本 人 職 業 別
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空気や水の浄化など自然環境を保全する機能 

森林や水田が水を蓄え、土砂崩れや洪水などの災害を 
防止する機能 

静かな環境やゆったりした居住空間の提供 

周りの風景と調和のとれた美しい農山漁村の景観の 
維持・形成 

祭りや郷土芸能など伝統文化の保存・継承 

保健休養や楽しみながらのものづくりなど、 
レクリエーションの場の提供 

農山漁村での農林水産業体験を通しての教育の場の提供 

工場、事務所、レクリエーション施設等の用地の供給 

その他 

特にない、わからない 

63.3 

51.1 

38.4 

36.6 

24.5 

22.0 

20.2 

6.1 

0.5 

4.5 

0 20 40 60 80 

（％） 

Ｎ＝1,507

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔本人職業〕

　農林漁業　(46)

　商工サービス・自由業　(224)

　管理・専門技術・事務職　(395)

　労務職　(281)

　主婦・主夫　(410)

　学生・その他無職　(146)

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 

〔本人職業〕

　農林漁業　(46)

　商工サービス・自由業　(224)

　管理・専門技術・事務職　(395)

　労務職　(281)

　主婦・主夫　(410)

　学生・その他無職　(146) 

63.3 

41.3 

60.3 

65.1 

65.8 

67.6 

54.8 

0 20 40 60 80 

空気や水の浄化など 
自然環境を保全する 
機能 

38.4 

30.4

37.9 

40.5 

37.4 

36.8 

43.2 

0 20 40 60 80 

（％） 

静かな環境やゆっ 
たりした居住空間 
の提供 

36.6 

45.7 

41.1 

41.3 

29.5 

32.9 

39.0 

0 20 40 60 80 

周りの風景と調和のと 
れた美しい農山漁村の 
景観の維持・形成 

51.1 

56.5 

47.3 

49.6 

53.0 

53.7 

48.6 

0 20 40 60 80 

森林や水田が水を蓄え、 
土砂崩れや洪水などの災 
害を防止する機能 

24.5

32.6 

28.6 

22.5 

27.8 

22.0 

22.6 

0 20 40 60 80 
（％） 

祭りや郷土芸能など伝 
統文化の保存・継承

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 
〔住宅環境〕
　住宅地域　(1,243)
　商業地域　(66)
　工業地域　(41)
　農漁業地域　(118)
　山間地域　(39)

　（Ｎ） 

全県　(1,507) 
〔住宅環境〕
　住宅地域　(1,243)
　商業地域　(66)
　工業地域　(41)
　農漁業地域　(118)
　山間地域　(39) 

63.3 

64.1 
59.1 

56.1 
61.9 

56.4 

0 20 40 60 80 

空気や水の浄化など 
自然環境を保全する 
機能 

38.4 

38.9 
34.8 
36.6 
36.4 
35.9 

0 20 40 60 80 

（％） 

静かな環境やゆっ 
たりした居住空間 
の提供 

36.6 

35.6 
37.9 

43.9 
44.1 

35.9 

0 20 40 60 80 

周りの風景と調和のと 
れた美しい農山漁村の 
景観の維持・形成 

51.1 

50.8 
56.1 

46.3 
46.6 

69.2 

0 20 40 60 80 

森林や水田が水を蓄え、 
土砂崩れや洪水などの災 
害を防止する機能 

24.5 

24.1 
28.8 

22.0 
28.8 

20.5 

0 20 40 60 80 
（％） 

祭りや郷土芸能など伝 
統文化の保存・継承 

Ｑ22〔回答票 23〕農山漁村には、「食べ物 

を供給する場である」という基本的な役 

割がありますが、この他に、あなたは、 

静岡県の農山漁村に何を期待しますか。 

特に期待することをこの中から３つまで 

あげてください。（Ｍ.Ａ.） 

l「空気や水の浄化など自然環境を保 

全する機能」が63％で最も多く、つ 

いで「森林や水田が水を蓄え、土砂 

崩れや洪水などの災害を阻止する機 

能」が51％で、以上が過半数となっ 

ている。以下、「静かな環境やゆった 

りした居住空間の提供」、「周りの風 

景と調和のとれた美しい農山漁村の 

景観の維持・形成」、「祭りや郷土芸 

能など伝統文化の保存・継承」の順 

となっている。 

l「空気や水の浄化など自然環境を保 

全する機能」は農林漁業以外で最も多 

くなっているが、農林漁業では第１位 

が「森林や水田が水を蓄え、土砂崩れ 

や洪水などの災害を阻止する機能」、 第 

２位は「周りの風景と調和のとれた美 

しい農山漁村の景観の維持・形成」、第 

３位は「空気や水の浄化など自然環境 

を保全する機能」の順となっている。 

l「森林や水田が水を蓄え、土砂崩れ 

や洪水などの災害を阻止する機能」 

は、山間地域で69％と多くなってい 

る。 

全 体 

「空気や水の浄化など自然環境を保全する機能」 
が 63％で最も多い 

基本的な役割の他に 
農山漁村に期待すること 

住 宅 環 境 別 

本 人 職 業 別
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